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この期間は、戸籍、住民票、印鑑登録証明などが交付できません。
自動交付機も休止します。
＊戸籍の届出(出生、婚姻、死亡届など)は休み中でも毎日受付けます。
■問市役所代表(1６２－４１１１）
この期間は、可燃・不燃・粗大・資源ごみ、プラスチック製容器包装の
収集を休みます。
※12月30日(金)の可燃ごみ収集は、通常どおり行います。
※収集日の朝８時30分までに決められた集積所に分別して出してください。
■問 湖北広域行政事務センター(1６２－７１４３)、環境保全課(1６
５－６５１３)
この期間は、クリスタルプラザ、クリーンプラント、伊香クリーンプラ
ザへのごみ持込みの受付を休みます。年末は混み合いますので持込みは
お早めに。
【注意】12月25日（日）≪第４日曜日≫のごみの持ち込みは、受付を休
みます。
【受付時間】８時30分～12時、13時～16時30分
○クリスタルプラザ(八幡中山町、1６２－７１４１)
○クリーンプラント(大依町、1７４－３３７７)
○伊香クリーンプラザ(西浅井町沓掛、1８８－００８８)

この期間はし尿の収集を休みます。年末は混み合いますので、申
込みはお早めに。
■申【長浜地域】(株)ライフリリーフ(1６２－１３５６)

橋本クリーン産業(株)（1６２－４０９５）
【浅井・虎姫・湖北・びわ地域】(株)テックアシスト(1７４－８４４４)
【高月・木之本・余呉・西浅井地域】(有)伊香清掃センター(1８２－２２０８)

(株)日の丸清掃社(1８２－３１７９)
１月１日は予約の受付(８時30分～17時15分)のみ行います。
■問こもれび苑(1７８－２２０３)
この期間は、窓口業務を休みます。長浜地域・虎姫地域・びわ地域につ
いては、使用の開始・中止の電話受付および緊急修繕業務のみ行います。
■問長浜地域・虎姫地域・びわ地域：長浜水道企業団(1６２－４１０１)
浅井地域：上下水道課(1６５－１６００)
湖北地域：湖北支所産業建設課(1７８－８３０２)
高月地域：高月支所産業建設課(1８５－３１１４)
木之本地域：木之本支所産業建設課(1８２－５９０３)
余呉地域：余呉支所産業建設課(1８６－３２２４)
西浅井地域：西浅井支所産業建設課(1８９－１１２４)
この期間は、窓口業務を休みます。
■問長浜地域・浅井地域・虎姫地域・びわ地域：上下水道課(1６５－１６００)
湖北地域：湖北支所産業建設課(1７８－８３０２)
高月地域：高月支所産業建設課(1８５－３１１４)
木之本地域：木之本支所産業建設課(1８２－５９０３)
余呉地域：余呉支所産業建設課(1８６－３２２４)
西浅井地域：西浅井支所産業建設課(1８９－１１２４)
通常どおりご利用いただけます。市営駐車場　長浜駅西・田村駅東（い
ずれも）■問長浜駅西駐車場管理棟(1６５－５５８５)
通常どおりご利用いただけます。（管理人不在）
長浜駅東駐輪場　■問財団法人自転車駐車場整備センターコールセンター

(1０１２０－０９９－３３９）
田村駅東駐輪場　■問長浜駅西駐車場管理棟(1６５－５５８５)
この期間は、外来診療を休みます。
■問○市立長浜病院(1６８－２３００) ○湖北病院(1８２－３３１５)
○浅井診療所(1７４－１２０９) ○浅井歯科診療所(1７４－２２８１)
○中之郷診療所(1８６－８１０５) ○中之郷歯科診療所(1８６－８１２０)
○塩津診療所(1８８－０３４１) ○永原診療所(1８９－００１２)

【受付時間】８時30分から11時30分、12時30分から17時30分
【診療科】 内科・小児科　【ところ】市保健センター内（八幡東町）
■問長浜米原休日急患診療所（1６５－１５２５）
※年末年始の歯科救急診療は、９頁をご覧ください。
12月30日～1月3日の日中（8時30分～17時30分）は、入院の必要が
ある場合を除いて、内科・小児科の受診は原則として長浜米原休日急患
診療所をご利用いただきますようご協力をお願いします。

市民：市立長浜病院（1６８ー２３００）
日赤：長浜赤十字病院（1６３－２１１１）
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年末年始の窓口のご案内 年末年始（12月28日～１月３日）期間中の市役所や
行政機関の窓口の休みなどについて、お知らせします。

市民

市民

市民

市民

市民

市民

日赤

日赤

日赤 日赤

日赤

日赤

日赤

通常どおり
診療しています

地
域
の
魅
力
を
発
見
！
各
地
域
を
リ
レ
ー
で
特
集

会
社
の
名
前
そ
の
ま
ま
に
地
元
の
人
か
ら
「
ヤ
ン
マ
ー
さ
ん
」
と
慕
わ
れ
る
郷
土
が

誇
る
先
人
の
一
人
、
山
岡
孫
吉
は
、
奉
公
に
出
た
大
阪
で
農
業
用
石
油
エ
ン
ジ
ン
や
も

み
す
り
機
、
精
米
機
、
水
揚
げ
ポ
ン
プ
、
漁
船
用
石
油
エ
ン
ジ
ン
な
ど
を
次
々
製
作
し
、

販
売
し
て
い
ま
し
た
。

順
調
だ
っ
た
事
業
に
陰
り
が
見
え
た
昭
和
７
年
、
気
分
転
換
の
た
め
に
欧
州
旅
行
に

出
か
け
た
孫
吉
に
転
機
が
訪
れ
ま
す
。
ド
イ
ツ
人
発
明
家
デ
ィ
ー
ゼ
ル
が
作
っ
た
エ
ン

ジ
ン
と
の
出
会
い
で
す
。
そ
の
エ
ン
ジ
ン
に
計
り
知
れ
な
い
可
能
性
を
感
じ
た
孫
吉
は

帰
国
後
、
苦
心
し
て
開
発
を
重
ね
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
小
型
化
に
成
功
、
ヤ
ン

マ
ー
の
製
品
は
信
頼
性
と
耐
久
性
に
優
れ
て
い
る
と
評
判
に
な
り
、
業
績
を
伸
ば
し
て

い
き
ま
し
た
。

「
百
姓
の
倅

せ
が
れ

だ
か
ら
、
百
姓
が
喜
ぶ
も
の
を
作
っ
て
い
く
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、

郷
里
を
拠
点
と
し
て
農
村
家
庭
工
場
を
展
開
し
、
農
家
の
安
定
収
入
へ
の
道
を
開
い
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
小
型
化
し
世
界
に
広
め

た
功
績
は
ド
イ
ツ
で
も
高
く
評
価
さ
れ
、
昭
和
30
年

に
は
、
ド
イ
ツ
の
発
明
家
協
会
か
ら
金
牌
が
授
与
さ

れ
、
２
年
後
に
は
西
独
大
統
領
か
ら
の
勲
章
も
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
孫
吉
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
博
士
へ
の
敬
意
と

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
博
士
の
故
郷
で
あ
る
ア

ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
市
に
記
念
石
庭
園
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
縁
と
な
り
昭
和
34
年
４
月
、

長
浜
市
は
ド
イ
ツ
・
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
市
と
姉
妹
都

市
の
関
係
を
結
び
、
相
互
に
使
節
団
を
派
遣
す
る
な

ど
、
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。 山

岡
や
ま
お
か

孫
吉

ま
ご
き
ち

（
一
八
八
八
―
一
九
六
二
）

伊
香
郡
南
富
永
村
東
阿
閉
（
現
高
月
町
東
阿
閉
）
生
ま
れ

ヤ
ン
マ
ー
デ
ィ
ー
ゼ
ル
㈱
創
始
者

姉妹都市提携50周年を迎えた平成21年春、
長浜を訪れた使節団を歓迎する様子

雨
森
芳
洲
は
医
師
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
18
歳
で

江
戸
へ
出
て
木
下
順
庵
の
も
と
で
儒
学
を
学
び
ま
し

た
。
文
章
の
秀
逸
さ
は
木
門
随
一
で
、
22
歳
に
し
て

対
馬
藩
の
儒
者
に
抜
擢
、
以
後
40
年
以
上
対
馬
侯
に

仕
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

徳
川
幕
府
か
ら
朝
鮮
外
交
の
実
務
を
命
じ
ら
れ
て

い
た
対
馬
藩
に
お
い
て
、
外
交
文
書
の
解
読
・
起
草
、

中
国
等
の
漂
着
船
の
筆
談
役
な
ど
も
務
め
得
る
芳
洲

は
大
変
重
用
さ
れ
、
朝
鮮
通
信
使
に
同
行
し
、
幕
府

と
朝
鮮
の
折
衝
役
と
し
て
様
々
な
交
渉
に
あ
た
り
ま

し
た
。

ま
た
、
後
進
の
育
成
に
も
尽
力
し
、
言
語
だ
け
で

は
な
く
才
智
・
学
問
・
篤
実
も
備
え
た
通
訳
の
重
要

性
を
説
き
ま
し
た
。
芳
洲
は
著
書
『
交
隣
提
醒
』
の
中
で
「
互
い
に
欺
か
ず
争
わ
ず
、

真
実
を
以
っ
て
交
わ
る
」
こ
と
が
外
交
の
基
本
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
先
進
的

な
国
際
感
覚
は
現
代
で
も
指
針
と
な
る
べ
き
も
の
で
す
。

芳
洲
の
功
績
を
き
っ
か
け
と
し
て
長
浜
市
は
長
崎
県
対
馬
市
と
「
友
好
の
ま
ち
縁
組
」

を
締
結
し
た
ほ
か
、
高
月
町
雨
森
地
区
を
含
む
富
永
小
学
校
と
、
芳
洲
が
朝
鮮
駐
在
時

勤
務
し
て
い
た
『
誠
信
堂
』
の
跡
地
に
建
つ
釜
山
・
蓬
莱

ぽ

ん

れ

初
等
学
校
が
姉
妹
校
と
し
て

親
善
を
深
め
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
２
人
の
他
に
も
、
湖
北
の
地
に
生
ま
れ
、
幅
広
い
活
躍
を
し
、
社
会
の
発
展
に

貢
献
し
た
先
人
た
ち
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
お
か
げ
で
日
本
の
み
な
ら
ず

世
界
の
ま
ち
と
の
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
も
「
郷
土
の
先
人
」
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ふ
る
さ
と
が
よ
り
一
層
、
誇
ら
し
く
感

じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
次
号
は
、
び
わ
地
域
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

雨
森

あ
め
の
も
り

芳
洲

ほ
う
し
ゅ
う

（
一
六
六
八
―
一
七
五
五
）

近
江
国
伊
香
郡
雨
森
村
（
現
高
月
町
雨
森
）
生
ま
れ

儒
学
者
・
外
交
官

今年８月に富永小5・6年生が蓬莱初等学
校を訪れた際に開催された交流会の様子

〔お詫びと訂正〕広報ながはま12月１日号５頁グラフ中、Ｈ22一般会計の市債額に誤りがあり
ました。お詫びして訂正します。
誤：678億６千万円、正：578億２千万円

毎
月
15
日
号
で
は
、
市
内
各
地
域
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

合
併
に
よ
り
広
く
な
っ
た
市
域
に
は
、
皆
さ
ん
が
ま
だ
知
ら
な
い
長
浜
の
魅
力
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

今
回
は
、
高
月
支
所
地
域
振
興
課
か
ら
、
テ
ー
マ
を
「
高
月
地
域
が
誇
る
先
人
た
ち
」
と
し
、
２
人
の
先
人
の
活
躍
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。


